








【要旨】カロリーカウンターを用いて1日総消費エネルギー,運動量を測定し,日常診療の

中で,慢性腎疾患児の運動処方する上での問題点を検討した。その結果,運動量には個人差

が大きく,患児1人についても日々の運動量の変動が大きいことで,14日間以上の測定をも

とに最初の運動処方はすることが望ましい。また年令差,体重差による運動量の差がみられ

ることより,運動量の変化は体重当りの 1日運動量を用いることが有用である。 


